
 1

HIA ワークショップ（7月26日：第5会場 13:00〜16:00） 

 

すべての政策に健康の視点を 
健康を意識したまちづくりへ―新たなツール・健康影響予測評価（HIA：Health Impact Assessment）

の活用―HIA スクリーニング・チェックリストを用いたワークショップ 

 
１．はじめに 

  最近ではあらゆる格差の拡大が懸念されており、政策・施策・事業が、住民の幅広い意味での健

康（健康、福祉、生活など） にどのような影響を与えるかを様々な角度から評価し、ポジティブ

な影響を増進し、ネガティブな影響を低減する情報を政策等の決定者に提供するためのツールであ

る「健康影響予測評価 (HIA: Health Impact Assessment)」が開発され、欧州諸国（EU）を中心

に世界各国に徐々に広がりを見せ、日本でも少しずつ知られるようになって来ました。また、人々

の健康は、医療や保健政策のみならず、雇用、教育、住宅、食料、環境、経済などさまざまな分野

の政策によって大きく影響を受けます。しかしながら、保健医療政策以外の政策分野において、健

康に関する配慮を求める機会は限られています。そこで、特に保健医療政策以外の政策分野におい

て、健康配慮を求める社会的なメカニズムとして HIA が発展してきました。 

 
２．HIA ワークショップ 
  HIA の手順では、事業が健康に影響するかどうかを見極め、本格的な HIA を行うかどうかを選

択する「スクリーニング」を行いますが、そのために必要となるのが HIA スクリーニング・チェッ

クリスト（以下 HIACL）です。 
HIA ワークショップでは、参加者のみなさまに 10 人程度のグループに分かれていただき、日常

生活に関連する具体的な事例を用いながら、HIACL をつかって HIA に関するスクリーニングを体

験していただくとともに、HIA や HIACL の活用方法などについて幅広くディスカッションしたい

と考えています。 

  
タイムスケージュールと内容 
○12:45〜 趣旨説明・全体スケジュール説明（昼食を摂りながら） 

○13:00〜 HIA（健康影響予測評価）について 
 ○13:30〜 HIA ワークショップ（グループワーク） 

 ○15:00〜 発表・質疑・ディスカッション 

 
３．参加希望の方へ 
 参加申込：別紙の「HIA 参加申込用紙」に必要事項を記入し、FAX あるいはメール（添付）にて

学会事務局までお申し込みください。 

 
 ◯ 定員約：50 名（申込順で定員に成り次第締め切ります） 
 ◯ 参加費：700 円（お弁当と資料代）：学会場の HIA ワークショップ受付にて申し受けます。 
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１．本事業に関する目的，主な対象集団，期待される成果をお書き下さい。 

1）事業目的 

活動の拠点となる常設施設の確保 → 校区活動拠点の新設 

2）主な対象集団 

小学校区住民 

3）期待される成果 

集う場所が確保される 

高齢者の交流場所が確保され、（病院通いが減り）医療費の抑制につながる 

活動に関係する資料との保管場所が確保でき、資料の継続性が確保される 

会議場所の調整が必要なくなる（日時の調整だけですむ） 

校区の様々な組織が交流し、新たなネットワークが構築される 

専従スタッフの配置が可能となる 

住所（連絡先）が固定されるので、郵便物や連絡が確実に届く 

コミュニティビジネスが活性化される 

従来は自宅が事務所となっているので、自宅での作業から開放される 

 

2．本事業の実施により以下の社会的弱者集団へ影響があるかどうかを☑して下さい。 

 今回は「子育て世代」と「転入者」を対象者とした（後半は全体的影響も考慮した） 

社会的弱者集団 影響あり  影響なし 社会的弱者集団 影響あり 影響なし 

女性 子育て世代   □   □ 単身世帯   □   □ 

男性   □   □ 交通弱者（不便な住居）   □   □ 

乳幼児   □   □ 情報弱者（TV・新聞なし）   □   □ 

学童 子ども SOS   □   □ 外国人   □   □ 

中高生子ども SOS   □   □ 低所得者   □   □ 

妊産婦   □   □ 身体障害者   □   □ 

高齢者   □   □ ホームレス   □   □ 

要介護者   □   □ その他 転入者 DV   □   □ 

注：社会的弱者集団に影響ありの☑がある場合は次のページへお進み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＋（好影響） 

 子育てに関する情報交換の場が確保できる（育児） 

 地域のお年寄りから、離乳食など子育てに関する伝統的な情報を得ることができる（育児） 

 市内に 1 箇所しかない子育て支援施設機能が、校区単位にできることで利便性が増す（育児） 

 育児ブルーから開放され、乳幼児の虐待が減少する（育児） 

 ゴミ出しルールなど地域のルールを知ることができる（転入） 

 地域の食や祭りなど、伝統文化に触れることができる（転入） 

－（悪影響） 

 校区の集まりに出席しないといやみを言われる（転入） 

 プライベートに介入される（育児、転入） 

 個人情報が自分の知らないところで収集される（育児、転入） 

 

＋（好影響） 

 ファミリーサポートが校区で実施されるようになり、子育て世代が仕事できるようになる（育児） 

 育児ストレスからの開放（育児） 

 いろんな人とのネットワークができる（育児、転入） 

 

 

 

－（悪影響） 

 派閥ができる（全体、育児、転入） 

 プライベートに介入される（全体、育児、転入） 

４．この事業は社会的弱者集団の社会環境 （雇用条件，収入，地域とのつながり，ストレスなど）にど

のような影響（好影響または悪影響）を及ぼすと考えられますか。 

３．この事業は社会的弱者集団のライフスタイル（食事，運動，睡眠，学習，嗜好品，反社会的行動， 

  薬物乱用）にどのような影響（好影響または悪影響）を及ぼすと考えられますか。 

対象としている事業が実施段階・時間経過によって健康影響が異なると想定される場合には，健康影響を

評価しようとしている段階・時期を記入して下さい（例：事業開始前・移行期，事業開始～短期，事業開

始長期）。また，予測された影響の推移について、増大（↑），不変（→），減少（↓）の 3種の矢印で記載

して下さい。影響を受ける当事者以外にも考えられる関係者への予測される影響も記載して下さい。 

HIAスクリーニング・チェックリストのサンプル 

HIAスクリーニング・チェックリストの構成 
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HIAスクリーニング・チェックリストの試行事例 

自治体職員を対象にワイワイガヤガヤと実施したまちづくりHIAワークショップ 


